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２
０
２
０
年
度
も
余
す
と

こ
ろ
あ
と
１
カ
月
を
切
り
ま

し
た
。
卒
業
、
歓
送
迎
会
等

通
例
の
年
度
末
行
事
が
予
定

さ
れ
、
入
試
等
の
試
験
シ
ー

ズ
ン
の
ピ
ー
ク
が
続
き
ま

す
。
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト

（
30
年
間
続
い
た
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
の
後
継
と
し

て
21
年
度
ス
タ
ー
ト
）
は
１

月
30
、
31
日
に
終
了
し
、
２

月
25
日
に
は
国
公
立
大
学
前

期
日
程
の
入
学
試
験
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
約
１
年
続
く
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
10
都
府
県
（
２

月
28
日
に
６
府
県
解
除
）
に

緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ

て
い
る
中
で
の
受
験
と
な

り
、
通
常
と
は
異
な
る
日
常

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
受

験
生
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

方
々
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か

り
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
第
１
０
６
回
薬
剤
師

国
家
試
験
は
２
月
20
、
21
日

の
２
日
間
、
全
国
９
カ
所
の

試
験
所
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
国
家
試
験
は
２

月
22
、
23
日
に
実
施
さ
れ
、

全
国
で
１
万
４
３
１
１
人
が

受
験
、
９
９
５
８
人
が
合
格

し
、
晴
れ
て
薬
剤
師
の
仲
間

入
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

薬
学
教
育
６
年
制
が
06
年

４
月
に
施
行
さ
れ
て
15
年
、

薬
剤
師
国
家
試
験
に
つ
い
て

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
薬
剤
師
を

輩
出
す
る
私
立
大
学
薬
学

部
、
私
立
薬
科
大
学
間
で
の

格
差
（
国
試
合
格
率
、
出
願

者
数
、
合
格
者
数
、
入
学
後

６
年
目
で
合
格
し
た
者
の
比

率
等
）
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
昨
年
の
国
家
試

験
、
私
大
で
は
新
卒
合
格
者

の
割
合
は
84
・
１
％
で
し

た
。
し
か
し
、
入
学
後
６
年

間
で
卒
業
・
合
格
し
た
者
、

つ
ま
り
14
年
度
入
学
者
は

57
・
８
％
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
う
ち
03
年
以
前
設
置

の
大
学
で
は
新
卒
合
格
率

86
・
８
％
、
６
年
間
で
の
卒

業
・
合
格
率
64
・
３
％
、
一

方
、
03
年
以
降
設
置
大
学
の

新
卒
合
格
率
は
78
・
１
％
、

６
年
間
で
の
卒
業
・
合
格
率

46
・
６
％
と
報
告
さ
れ
て
お

り
、
個
々
の
大
学
を
比
較
す

る
と
、
そ
の
大
学
間
格
差
は

よ
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
国
家
試
験
合

格
の
み
を
指
標
と
し
て
、
大

学
の
評
価
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
が

国
家
試
験
受
験
予
備
校
と
化

す
こ
と
を
避
け
る
べ
き
は
当

然
で
す
。
し
か
し
、
国
家
試

験
合
格
率
等
が
一
つ
の
指
標

と
さ
れ
て
い
る
事
実
も
否
定

で
き
ま
せ
ん
。

　

厚
労
省
が
昨
年
に
設
置
し

た
「
薬
剤
師
の
養
成
及
び
資

質
向
上
等
に
関
す
る
検
討

会
」
で
は
、
薬
剤
師
の
需
給

調
査
等
を
含
め
、
幅
広
い
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。
そ
の
中
で
の
意
見
と

し
て
「
最
近
の
薬
学
生
の
質

が
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
指
摘
も
あ
り
、

ま
た
「
薬
学
生
の
資
質
向
上

の
た
め
に
は
入
学
者
の
質
を

上
げ
る
こ
と
も
必
要
」
と
の

意
見
も
あ
る
と
か
。

　

薬
学
志
願
者
数
は
14
年
以

降
、
こ
こ
数
年
低
下
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
入
学
定
員
１
万

１
４
５
１
人
（
20
年
）
の
私

大
に
お
け
る
状
況
は
表
の
通

り
で
す
。
前
年
に
比
べ
、
受

験
者
数
減
少
が
想
定
さ
れ
る

中
、
今
年
の
動
向
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
に
も
大
学
間
格
差
が

あ
り
ま
す
。
入
試
合
格
率
が

１
・
０
倍
の
大
学
も
２
校
発

生
、
多
く
の
私
大
で
定
員
割

れ
現
象
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
全
59
私
大
薬
学
部
中
、

20
の
学
部
で
充
足
率
90
％
以

下
を
記
録
し
ま
し
た
。
19
年

３
校
、
20
年
４
校
と
、
６
年

制
入
学
定
員
を
削
減
す
る
大

学
も
出
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、

07
年
以
来
と
な
る
私

大
薬
学
部
（
20
年
度

岐
阜
医
療
科
学
大

学
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
福
岡
薬
学
部
。

21
年
度
湘
南
医
療
大

学
）
の
新
設
も
。

　

薬
学
教
育
、
養
成

す
る
薬
剤
師
の
問
題

は
、
将
来
の
薬
剤
師

職
能
、
薬
剤
師
需
給

問
題
に
直
結
し
ま

す
。
厚
労
省
検
討
会

議
の
成
果
を
期
待
し

て
待
ち
た
い
も
の
で

す
。

　

国
試
合
格
発
表
は

今
月
24
日
で
す
。
多

く
の
方
に
吉
報
が
舞

い
込
む
よ
う
に
!!

藤井もとゆきの

ひとり言

表　私立大学薬学部の受験状況
志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

2014年 121,876 115,936 29,454 12,224

2016年 105,573 99,609 30,842 11,420

2018年 96,008 89,848 30,387 10,949

2020年 82,668 76,646 32,170 10,629

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等の入学志願者動向」より
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薬
ゼ
ミ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影

響
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
薬
剤

師
国
試
合
格
を
目
指
す
学
生

に
対
し
、
全
日
制
通
学
コ
ー
ス

の
中
で
全
国
15
教
室
で
の
集
合

型
に
よ
る
講
義
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を

活
用
し
た
ラ
イ
ブ
配
信
講
義
を

併
用
し
て
展
開
。
自
宅
か
ら
教

室
へ
の
通
学
が
困
難
な
学
生
や

コ
ロ
ナ
禍
で
通
学
が
不
安
な

学
生
に
も
安
心
・
安
全
な
環
境

で
勉
強
で
き
る
環
境
を
整
備
し

て
き
た
。

　

こ
の
１
年
間
で
ラ
イ
ブ
配
信

に
よ
る
講
義
を
確
立
し
、
通
学

者
と
遜
色
な
い
成
績
を
修
め
て

お
り
、
受
講
者
で
の
成
績
学
生

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
集
合
型
講
義
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
満
足
度
が
得
ら
れ

る
な
ど
講
義
の
精
度
を
高
め
て

い
る
。
一
方
で
、
集
合
型
講
義

と
ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
ハ
イ
ブ

全
日
制
コ
ー
ス
　

ラ
イ
ブ
で
配
信

通
学
と
変
わ
ら
ぬ
サ
ポ
ー
ト
実
現

　

薬
剤
師
国
家
試
験
予
備
校
大
手
の
薬
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
薬
剤
師
を
目
指
す
学
生
が
自
宅
に
い
な
が
ら
講
義
を
受
け
ら
れ
る
「
全
日
制

ラ
イ
ブ
配
信
コ
ー
ス
」
の
提
供
を
開
始
す
る
。
全
日
制
通
学
コ
ー
ス
と
同
様
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
用
い
て
ラ
イ
ブ

配
信
に
よ
る
講
義
を
受
け
ら
れ
る
。
初
年
度
は
開
講
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
通
常
よ
り
も

割
安
な
特
別
価
格
で
提
供
す
る
。
科
目
ご
と
に
専
任
講
師
陣
を
揃
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
予
備

校
で
の
受
講
に
不
安
を
抱
え
る
学
生
の
国
試
合
格
を
後
押
し
す
る
。

薬ゼミ

リ
ッ
ド
型
で
の
展
開
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
講
義
の
質
を
高
め
る

上
で
限
界
も
見
ら
れ
た
た
め
、

全
日
制
通
学
コ
ー
ス
の
一
部

と
し
て
提
供
し
て
き
た
ラ
イ

ブ
配
信
講
義
を
独
立
し
、
新
た

な
コ
ー
ス
と
し
て
提
供
を
開
始

す
る
。

　

ラ
イ
ブ
配
信
コ
ー
ス
で
は
１

年
間
、
半
年
間
の
二
つ
の
コ
ー

ス
を
用
意
し
て
お
り
、
通
学

コ
ー
ス
同
様
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
、
講
義
を
日
々
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
配
信
し
、
学
生
は
自
宅
に

い
な
が
ら
講
義
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
質
問
や
勉
強
相
談

も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
、
ラ
イ

ブ
講
義
で
の
臨
場
感
や
緊
張
感

を
維
持
し
つ
つ
、
周
囲
の
環
境

に
左
右
さ
れ
ず
、
集
中
し
て
学

修
で
き
る
こ
と
が
特
徴
。

　

全
日
制
ラ
イ
ブ
配
信
コ
ー
ス

で
は
各
９
科
目
に
専
任
の
講
師

を
複
数
揃
え
る
。
質
問
対
応
や

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
学
修
指

導
・
勉
強
計
画
を
一
緒
に
考
え

る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
な
ど
き

め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

体
制
を
整
え
て
い
る
。
時
間
や

場
所
を
選
ば
ず
24
時
間
コ
ン
テ

ン
ツ
を
受
講
で
き
る
オ
ン
ラ
イ

ン
教
室
の
ラ
イ
セ

ン
ス
も
付
与
さ

れ
、
講
義
が
な
い

日
の
自
己
学
習
に

も
活
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　

集
合
型
講
義
に

加
え
多
様
な
教
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
め
ぐ
る
社
会

情
勢
は
厳
し
く
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
が

開
始
さ
れ
た
も
の

の
、
収
束
ま
で
は

時
間
が
か
か
り
、

金
銭
的
に
厳
し
い
受
講
生
が
例

年
以
上
に
増
え
る
な
ど
経
済

環
境
も
悪
化
。
予
備
校
で
の
学

修
や
薬
剤
師
に
な
る
こ
と
を

諦
め
る
学
生
が
出
て
く
る
懸
念

も
あ
る
。

　

薬
ゼ
ミ
は
「
新
し
い
学
び
の

環
境
を
創
造
す
る
必
要
性
が
あ

る
」
と
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
教
育
体
制
の
強
化
を

掲
げ
る
。
来
年
度
か
ら
は
ネ
ッ

ト
環
境
で
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
を

目
的
と
し
た
全
日
制
ラ
イ
ブ
配

信
コ
ー
ス
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー

ス
を
運
営
し
て
い
く
た
め
に

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
室
」
を
立
ち
上

げ
る
。
ス
タ
ジ
オ
が
完
備
さ
れ

た
渋
谷
教
室
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
室

の
本
部
を
構
え
、
大
阪
教
室
内

に
オ
フ
ィ
ス
、
大
阪
近
郊
に
撮

影
・
配
信
ブ
ー
ス
を
備
え
た
ス

タ
ジ
オ
を
設
置
。
東
日
本
・
西

日
本
の
職
員
が
参
画
す
る
こ
と

で
学
び
の
環
境
を
創
造
す
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
室
で
は
、
新
た

な
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
や
講
義
手

法
の
開
発
、
高
い
学
修
意
欲
を

支
え
る
た
め
の
受
講
者
間
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
ほ
か
、

中
長
期
的
に
は
人
工
知
能
な
ど

を
駆
使
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り

の
学
修
成
果
を
高
め
る
た
め
の

個
別
化
さ
れ
た
教
育
手
法
を
検

討
し
て
い
く
。

　

こ
の
１
年
間
で
ラ
イ
ブ
配
信

コ
ー
ス
を
国
試
合
格
に
向
け
た

選
択
肢
の
一
つ
に
し
て
い
く
の

が
当
面
の
目
標
だ
。
下
野
宗
隆

教
務
部
長
は
、「
人
と
人
と
の

触
れ
合
い
で
生
ま
れ
る
教
育
の

成
果
を
主
軸
と
し
な
が
ら
も
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
対
面
型
教
育
と

同
等
の
環
境
を
構
築
し
て
い
き

た
い
。
学
生
の
成
績
の
向
上
と

学
修
環
境
に
対
す
る
満
足
度
を

高
め
る
こ
と
で
、
国
家
試
験
合

格
を
目
指
す
絶
対
的
な
体
制
を

作
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

ラ
イ
ブ
配
信
コ
ー
ス
の
動
画


